
03

✿ 農業遺産として認定された地域では、概ね100年以上もの間、脈々と受け継がれてきた伝統的な方法で農業・林
業・漁業を営んでいます。

✿ これらの伝統的な農林水産業は、地域の気候、地形、歴史的背景などに育まれて形成されたもので、独自性が高
く、その地域固有の食文化や風土・景観を生み出しています。

✿ 農業遺産に認定された農林水産業は、自然資源（土壌や森林、水産の資源）を枯渇させない資源循環システムを
有しており、環境負荷が少ないため、日本固有の生き物を含む生物多様性の保全にも貢献しています。

✿ 農業遺産は、農林水産業の営みそのものであり、社会的、経済的、生態学的な変化に適応しながら進化を続けて
いる「生きている遺産」です。

認定基準など制度についてはP17へ

富山県氷見地域

漁業への理解と担い手の育成に努めています。
　このほか、富山湾の資源量を向上させる取組として、市内に
ある富山県栽培漁業センターなどでふ化させ、育成させたヒラ
メやクロダイ、クルマエビなどの放流が行われています。この
取組には氷見漁業協同組合や漁業者のほか、高校生や中学生、
保育園児、地域の釣振興会など多様な主体が参加し、富山湾の
資源管理と定置網漁業の持続に努めています。

　富山県氷見地域では、沖合に発達した大陸棚や冬の季節風を
遮る能登半島などが好漁場をもたらし、古くから定置網漁業が
盛んに営まれ、四季を通じてさまざまな種類の魚が数多く水揚
げされています。市内の小学校の授業では、船上で定置網を見
学し、その構造や海洋保全についての理解を深めています。　　
　また、小・中学生とその保護者を対象に定置網漁や朝セリ、
氷見漁港の見学会を開催したり、地元の高校生を対象に定置
網漁業の操業を体験する「高校生漁業体験教室」を開くなど、 

　農業遺産認定地域の取組は、国連が提唱する
「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成にも大きく貢献します。

持続可能な開発目標への貢献

農業遺産の魅力

　認定地域では、日本農業遺産を将来にわたり維持していくため、農林水産業への理解を促進し、担い手を育成する
ための様々な活動に取り組んでいます。その一例を紹介します。

認定地域の活動の様子

定置網見学会 クロダイ・ヒラメの稚魚の放流
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小学生の紅花収穫体験

小学生による農業体験 農業高校の生徒による大根プロジェクト

小学生の紅餅加工体験 小学生の紅花染め体験

　田野・清武地域では、冬の冷たい西風を活用した干し野菜の
生産が盛んです。特に、干し大根をつくるために建てられる巨
大な大根やぐらは壮観で、地域の冬の風物詩となっています。
　認定地域では、地域内の小学校３年生を対象とした社会科授
業の一環として、地域農業の体験学習を実施しており、大根を
作り、収穫、干し大根にした後、漬物にする一連の作業内容の
体験が行われています。
　そして、収穫した干し大根を、ハリハリ漬けにして食べる 

食育の授業も行われています。
　また、地域の農業高校では、晩秋から冬場にかけて、地域内
の露地畑作農家で生徒を受け入れ、大根の引き抜き作業や干し
大根を漬物にする作業などの農業体験学習を複数回行ったり、
大根の種まきや生育調査、収穫、大根やぐらの組立などを行う
「大根プロジェクト」を実施しています。
　これらの活動は、農業への理解を深めることができ、将来を
担う人財育成を図るための重要な取組となっています。

宮崎県田野・清武地域

　最上川流域では、古くから紅花（ベニバナ）が栽培され、花
弁が「赤」の染色用原料として加工されてきました。染色用と
しての紅花生産システムが現存しているのは国内ではこの地域
だけであり、世界的に見ても稀有なものとなっています。　
　紅花の開花期間は２週間程度と短いため、花弁の収穫作業に
は多くの労力を必要とします。そこで、地域住民や摘み取りボ
ランティア、農福連携による福祉施設の利用者などの多様な主
体が作業に参加します。認定地域のひとつである白鷹町では、
町内外から収穫ボランティアを募集し、中高生をはじめ例年
200名前後が摘み取り作業に汗を流しています。
　地域で開催されている「紅花まつり」でも、花摘み体験がお
こなわれており、農業者以外が紅花栽培に参加するきっかけに
なっています。
　地域の小中学校では、熟練農業者を講師に、紅花の栽培・収
穫、染色用原料である紅餅の加工や紅花染め等の体験学習を 
行っています。また、紅花に関する歴史や文化、農業システム

山形県最上川流域

の価値について学び、それを演劇にして地域住民に発表する取
組なども行われています。
　日本農業遺産の認定をきっかけに、農業システムの将来への
継承の取組みが広がっています。
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1北上川の対岸から臨む束稲山麓地域（平泉町長島）
2江戸時代に開墾された棚田が今も残る（一関市舞川・金山棚田）　
3伝統的な民俗芸能が継承（奥州市生母・月山神社の例大祭）

1

2 3

1水田と水路、屋敷林「居久根」がつなぐランドスケープ
2水田農業が支える生物多様性　3大崎耕土のごっつぉう（御馳走）「もち料理」

1

2 3

束稲山麓地域の災害リスク分散型
土地利用システム

　束稲山麓地域は、東側に束稲山、西側を東北地方
最大の北上川が流れ、東西の水平距離で６kmほどの
狭いエリアに、低平地と山麓地、山地が存在する地
域です。 
　地形的な要因により、低平地では洪水害、山麓地
では干ばつなどの自然災害が頻発するため、地域の
農家は、約300年前から山麓地と低平地の両方に農地
を分散所有することで、自然災害の影響を最小限に
抑えながら土地に合わせた作付けを行ってきました。
また、暮らしと営農に必要なため池や森林は地域の
共有財産という意識のもと、共同で管理を行いなが
ら、複数の災害リスクを分散する土地利用システム
を築き上げました。
　本システムを支えているのは、共同・共助の精神
であり、地域では、神楽や例大祭が大事に継承され、
地域コミュニティの結束につながっています。
　人々が自然災害と向き合いながら、長い時間をか
けて築き上げてきた束稲山の特徴的な景観は、西行
法師の和歌にも詠まれ、地域から親しまれています。

※日本農業遺産のシステム名は「『大崎耕土』の巧みな水管理による水田農業シス
テム」ですが、世界農業遺産のシステム名を通称として使用しています。

持続可能な水田農業を支える
「大崎耕土」の伝統的水管理システム

　大崎地域は伝統的な稲作地帯ですが、東北の太平
洋側に特有の冷たく湿った季節風「やませ」による
冷害や地形的要因による洪水、渇水に悩まされてき
ました。このため、水を確保するために取水堰、隧道
及び潜穴（用排水トンネル）、ため池、用排水網を設
けるとともに、地縁組織である｢契約講｣を基盤とす
る組織により、巧みな水管理を支える仕組みが作ら
れました。そして、洪水時の遊水地によるしなやかな
水管理や、冷害対策のため深水管理や水を温めて使
う｢ぬるめ水路｣などの農業技術が発達するなど、災
害を耐え抜く知恵が現在に受け継がれています。ま
た、厳しい農業条件の中で育まれた豊穣を祈る農耕
儀礼などの農文化、そして水田や水路、水田の中に
浮かぶ森のような屋敷林「居久根（いぐね）」に多様
な動植物が存在する豊かな湿地生態系が残されてお
り、独特のランドスケープを形成しています。

令和４年度
認定岩手県束稲山麓地域

平成28年度
認定宮城県大崎地域

日本農業遺産認定地域の紹介


